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研究成果の概要（和文）：当初は、国内外の複数のシジュウカラ科鳥類種を対象に、言語機能に関する大規模な
比較研究を展開する予定であったが、新型コロナウイルス蔓延の影響で、海外への渡航・調査が困難な状況とな
ってしまった。そこで、本研究では、国内に生息する複数種の鳥類を対象に詳細な行動実験や比較研究を実施す
ることで、言語機能の適応・進化を探究した。当該予算で１名のポストドクターを雇用し、大学院生や海外研究
者とも連携しながら研究を進めることで、鳥類の持つ言語機能やその種間差について多くの新しい知見を得るこ
とができた。また、動物を対象に言語機能を研究するための理論的枠組みの構築に向けて、総説の執筆やシンポ
ジウムの開催を行った。

研究成果の概要（英文）：Originally, I planned to conduct a comparative study on linguistic functions
 in species within the Paridae family distributing in Asia and Europe. However, the widespread 
impact of COVID-19 rendered travel and research abroad challenging. Consequently, this study shifted
 its focus to conducting detailed behavioral experiments and comparative research on multiple bird 
species within Japan, aiming to explore the adaptation and evolution of linguistic functions. 
Through the recruitment of a postdoctoral researcher and collaboration with students and overseas 
researchers, I obtained numerous new insights into the linguistic capabilities in birds as well as 
their difference between species. I also wrote some review articles and organized symposiums in 
order to establish a framework for studying the adaption and evolution of linguistic capabilities in
 non-human animals.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
言語の進化を解き明かすことは現代科学における大きな課題のひとつである。ヒトの言語表現は他の動物のコミ
ュニケーションと比べて逸脱して複雑であり、それらの単純な比較から言語の起源や進化に迫ることは難しい。
しかし、言語を構成する下位機能に着目すれば、動物を対象とした比較研究も可能となる。複数種の鳥類を対象
とした本研究から、音声を用いて対象物を指示する能力や異なる音声を組み合わせる文法能力の適応・進化機構
について新たな知見が得られた。発表済みの成果としては、併合やジェスチャーなどの言語機能を鳥類において
も特定した研究があるが、いずれも生態学、言語学、認知科学など複数領域にまたがる学際的貢献となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 
⾔語の進化を解き明かすことは現代科学における⼤きな課題のひとつである。ヒトの⾔語
表現は他の動物のコミュニケーションと⽐べて逸脱して複雑であり、それらの単純な⽐較
から⾔語の起源や進化に迫ることは難しい。しかし、⾔語を構成する下位機能に着⽬すれば、
動物を対象とした⽐較研究も可能となる。これまでの研究代表者の研究から、① 特異な⾳
声を⽤いて対象物を指⽰する能⼒（指⽰性）や ② 異なる⾳声を組み合わせる⽂法能⼒（構
成性）が、シジュウカラ科⿃類において独⽴に進化していることが明らかになってきた。 
 
本研究では、認知科学や⾔語学の観点を取り⼊れた⾏動実験や系統情報を考慮した種間⽐
較から、どのような⽣態的・社会的背景で、これらの⾔語機能（指⽰性・構成性）が適応・
進化したのか解明することを⽬的とした。 
 
2. 研究の⽬的 
当初の計画では、国内外の複数のシジュウカラ科⿃類種を対象に、⾔語機能に関する⼤規模
な⽐較研究を展開する予定であったが、新型コロナウイルス蔓延の影響で、海外への渡航・
調査が困難な状況となってしまった。そこで、本研究では、⽇本国内に⽣息する複数種の⿃
類を対象により詳細な⾏動実験・⽐較研究を⾏い、⾔語機能の適応・進化を探究することを
⽬的とした。 
 
3. 研究の⽅法 
１） 指⽰性の検証 
シジュウカラ科⿃類を対象に野外実験をおこなった。捕⾷者のモデルを複数回提⽰し、各捕
⾷者に対する⾳声や⾏動を記録した。特定の捕⾷者に対して特異な鳴き声を発した種につ
いては、この⾳声が受信者にどのような反応を促すのか⾳声再⽣実験により検証した。 
 
２）⾳声構造の種間⽐較 
複数のスズメ⽬⿃類を対象に、捕⾷者に遭遇時に発する警戒⾳声の録⾳を⾏った。⿃類標識
調査に同⾏し、ヒト（捕⾷者）が⿃類を捕獲し、放⿃する際の⾳声を録⾳し、⾳響特徴や⽂
法構造の種間⽐較を進めた（合計 37種 1021 個体のスズメ⽬⿃類からデータを収集）。 
 
３）併合能⼒の実証 
シジュウカラを対象に⾳声の組み合わせを⼀つのユニットとして認識しているのかどうか
野外における認知実験により検証した。シジュウカラは群れをなして捕⾷者を追い払う際、
警戒声と集合声を連ねて発する。これらの連続する２⾳を、１つの⾳源、２つの⾳源から、
⾃然な語順、反転させた語順で聴かせることで、受信者が空間的・時間的に組み合わさった
２⾳を１つのユニット（⽂）として認識しているのかを検証した（図１）。 



４）ジェスチャーの実証 
シジュウカラが翼の⼩刻みな動きが象徴的ジェスチャーとして⽤いるかどうか検証した。
野外においてシジュウカラのつがいの⾏動を観察し、どのような社会的⽂脈において翼を
⼩刻みに動かすのか、また、その動きに対して受信者がどのように⾏動を変化させるのかを
調べた。 
 
５）⾔語機能の適応・進化理論の構築 
上記の研究成果を踏まえ，動物をモデルに⾔語機能の適応進化を研究するための理論的枠
組みを構築し，総説の執筆やシンポジウムの開催を通して進化⾔語学に還元する。 
 
4. 研究成果 
１） 指⽰性の検証 
捕⾷者の種類に応じて異なる警戒声を使い分けるか否かは⿃類の種によって⼤きく異なっ
ていた。 
 
２）⾳声構造の種間⽐較 
⿃類を捕獲した際に発する⾳声と放⿃時に発する⾳声に⼤きな明瞭な違いがあることが⽰
された。また、捕獲時・放⿃時の⾳声は種によって⼤きく異なっていた。 
 
３）併合能⼒の実証（Suzuki & Matsumoto 2022, Nature Communications） 
シジュウカラは警戒・集合の２つの⾳声の組み合わせを⼀つのユニットとして認識し、情報
を解読していることが明らかになった。この能⼒はコア・併合（core-Merge）と呼ばれる
⾔語機能であり、ヒトの⾔語の複雑さを⽣み出す最も原始的な機能であると考えられてき
た。 
 
４）ジェスチャーの実証（Suzuki & Sugita 2024, Current Biology） 
従来、ジェスチャーは⼆⾜で⽴つことのできるヒトや類⼈猿に特有であると考えられてき
た。しかし、本研究から⿃類においても翼（前肢に相当）を⽤いてジェスチャーできること
が明らかになった。象徴的ジェスチャー（ある体の部位の動きが特定の意味を伝えるジェス
チャー）は類⼈猿においても明瞭な証拠はいまだになく、本研究は動物において⾔語機能を
⾒出す新しい枠組みを⽰す実証研究となった。 
 
５）⾔語機能の適応・進化理論の構築 
総説論⽂や本の執筆、国際学会（ISBE2022）における基調講演、国際学会（IBAC2023）に
おけるシンポジウムの開催を通して動物をモデルに⾔語機能の適応進化を研究するための
理論的枠組みを構築した。 



 
図１）併合を調べる実験。A(警戒声)と B(集合声)の連続⾳を１つの⾳源から再⽣した場合
（a）、２つの⾳源から再⽣した場合（b）、１つの⾳源から語順を逆転させて再⽣した場合
（c）、２つの⾳源から語順を逆転させて再⽣した場合（d）で⽐較する。すべてスピーカー
から５mの距離に捕⾷者（モズ）の剥製を同時に提⽰し、受信者のシジュウカラがその剥製
を追い払う⾏動を⾒せるかどうかを検証した。 
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